
        バックキャスティングによる防災対策立案の試行と検証 

 

香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構 正会員 ○磯打千雅子 

香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構 非会員 高橋 真里 

香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構 非会員 大西 里奈 

徳島大学社会基盤デザイン系 正会員 金井 純子 
 

１．はじめに 

筆者らの研究グループでは，四国地方において今後 30 年間で 70～80％の確率で発生が懸念されている南海

トラフ地震による甚大な被害が発生することを前提として考え，女性を中心とした，日常生活の延長線上で災

害への備えを無理なく取り組めるような防災対策の立案を目的としている． 

このような防災対策の立案に際しては，バックキャスティングを用いることが有用であると考えられる．バ

ックキャスティングとは，現在の状況にとらわれず，理想的な未来を想像することを出発点とする思考方法で，

将来設計を行う際に有用であるとされる1． 

本稿では，新型コロナウイルスが感染拡大による著しい社会環境の変化に対して，変化が発生する以前にバ

ックキャスティングによって立案された防災対策が，て有効なものであったのかどうかを検証する． 

 

２．試行・検証の方法と結果 

（１）方法 

 まず，新型コロナウイルスが感染拡大する以前に行ったセミナー形式

の女性向け公開講座（2019年 2月 2日開催．10名参加．）において，「南

海トラフ地震が発生した場合どのような良い変化が起こるのだろうか．

それに向けて，どのような対策ができるだろうか」というテーマで，バ

ックキャスティングによる防災対策の立案を試行した．意見抽出の方法

としては，ブレインストーミングと KJ 法を用いた（第 1段階）． 

その後，新型コロナウイルスが感染拡大している最中である 2020 年

12 月 14 日，12 月 24 日の 2 日間に，感染拡大地域に居住する女性 9 名

に対して，1名につき 30分程度のオンライン会議システムを用いた半構

造化インタビューを実施した．インタビューでは，コロナ禍によって身

の回りや社会に起きた良い／悪い変化，新たに用意した備え，今後も継

続したい事等の 6項目を設定した（第 2段階）．本稿では，2段階で抽出

した要素を比較することで，本手法の有用性を検証した． 

（２）結果 

１）第 1段階：バックキャスティングによる防災対策の立案 

 試行結果の一部を図-1に掲載する．参加者からの意見では，社会環境

の変化について 61の，必要な対策について 39サンプルが得られた． 
２）第 2段階：急激な社会環境の変化による生活支障の抽出 

 インタビュー調査結果を用いて，ネガティブな環境変化について共起関係に基づく抽出を行った（図-2参照）． 

３）抽出結果の比較 

 以降には，2段階で抽出した要素について比較結果を考察する． 

a)他者との関係性：第 1段階では，地域が強く意識されていた．「地域のお祭りに参加する」「誰とでも繋がれる

準備」といった対策案からは，地域に住む多様な属性を持つ他人といかにつながるかを模索している様子がう

図-1 第 1段階試行結果（一部） 

図-2 第 2段階抽出結果 
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かがえる．第 2 段階でも，在宅時間が長くなったことで隣近所程度の地域の人との交流はむしろ増加し，それ

以前から築いていた関係性をベースに，より親密な関係に発展させられたことをポジティブな変化として取り

上げるケースが見られた．地縁によるつながりを保持しておくことが，「非常時」に有用であることを示す結果

と言えよう． 

一方，第 1段階では，家族・友人や仕事といった対象との交流が断たれた場合については，「しがらみがなく

なる」ということが想定される程度で，十分な言及がされなかった．第 1 段階では，オンラインや在宅勤務な
どのいわゆる新しい生活様式に関わる具体的な変化がポジティブなものとして取り上げられ，それを歓迎する

様子がうかがえた．しかしながら，同時に，コミュニケーションの弊害や帰省・行事など，従前にあった交流

が断たれたことによるネガティブな影響も多く報告されており，多元的な対策の必要性が示唆された． 

b)生活環境：第 1 段階では「人々が災害にリスクの少ない場所を選択して住む」ということが想定されたが，

第 2 段階でも，密集リスクを避けて首都圏から地方への異動願を提出したという事例があった．一方，第 1 段

階では，「草・虫・食べられる生物」「井戸水の水質・水量を調べる」といった「自給自足生活」への強い志向

がうかがえた．第 2 段階では，買い物をまとめて行うようにした，避難用持ち出し品にマスクなどの衛生用品

を加えた等，消費や備蓄行動への変化が見られた． 

c)価値観の変化：第 2 段階では，他者の調和を乱す行動が気になりやすくなった，どうしても必要な外出を悪

いことをしているかのように言われるというような，変化を巡る個々人の価値観の違いに起因するネガティブ

な影響が報告された．ところが，第 1段階では，「やさしさが伝わるふるまい・言葉・しぐさ・行動を学ぶ」「発

信の仕方を考えておく」という程度で，個々人の価値観や意見の対立について，どのように対処するかは具体

的に想定されなかったといえる． 

 一方，第 2 段階では，自分優先で考えるタイミングが来たというように，個々人の価値観が表出するように

なった状況をポジティブに受け止めている回答も見られた．第 1段階でも，「本当に向き合っている人とそうで

ない人が分かる」というように，変化において価値観が表出することをポジティブにとらえており，「積極的に

「生きる」ための勉強」のような対策が提案されている．事象の性質上，今回，その対策の効果を測定するこ

とは困難であるが，バックキャスティングによってより良く生きることに対して有用な防災対策を立案できる

可能性が示唆されている． 

３．おわりに 

 本稿では，バックキャスティングによって立案された防災対策が新型コロナウイルス感染拡大という社会環

境の変化において，有効であったかどうかを検証した．その結果，ポジティブな変化に対しては，バックキャ

スティングにより立案された防災対策が有効である傾向が見られた．このことから，バックキャスティングは

通説での指摘どおり一定の有用性が示唆される． 
 一方で，第 1段階で与えた条件を，災害時に発生するポジティブな変化を想定しての防災対策としたことに

より，ネガティブな要素についての議論は排除されることとなった．これはブレインストーミング実施時の時

間的制約のためであるが，ブレインストーミングは望ましい未来だけではなく，望ましくない未来を思考の出

発点とすることも可能である2  ため，条件設定を変更することで，より多元的で有用な対策を立案できた可能

性がある． 

 また，南海トラフ地震を起点とした社会環境の変化を想定し，立案した対策について，新型コロナウイルス

感染拡大という被害状況の異なる変化に対しての効果のみで，その有効性を検討することには疑問が残る．よ

り普遍的な指標で，バックキャスティングによって立案された防災対策の効果を検証することもあわせて今後

の課題としたい． 

1 西條辰義編著 : フューチャーデザイン 七世代先を見据えた社会, pp. 60-61, 勁草書房, 2015. 
2 西條辰義編著 : フューチャーデザイン 七世代先を見据えた社会, pp. 69, 勁草書房, 2015. 

                                                        

jsce7-132-2021

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

                               2 / 2

http://www.tcpdf.org

